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山形県寒河江市

平成30年度自転車活用まちづくり事業
（概要）



自転車を活用したまちづくりの推進

＜寒河江市のまちづくり＞
・稼ぐまちづくり及び人が集うまちづくりの観点から・・・・新たな視点でのまちづくりを推進

・スポーツ振興などの他の政策分野と連携したイベントの実施などを通じて、訪日外国人を含む

観光客数及び宿泊者数の増加並びに各種イベントの域外参加率向上を図る

（さがえ未来創成戦略2017）

＜自転車活用まちづくり協議会（事務局：寒河江市企画創成課）＞

さがえ
未来
創成

＜平成28年度＞

・自転車イベント（ストライダーエンジョイカップさくらんぼステージ）

・サイクリングコース設定（フルーツライン/広域連携）

自転車を核とした持続的なまちづくり

＜平成29年度＞

・自転車イベント（ストライダー＋シクロクロス＋BMX（＋ツールド））

・自転車拠点整備（グリバーさがえ（シャワールーム等整備））

・自転車コミュニティ形成（オーナーズミーティング/ストライダー整備）
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＜平成30年度＞

・自転車イベント（ストライダー２回＋シクロクロス（＋ツールド））

・自転車拠点整備（グリバーさがえ（シャワールーム等運用開始））

・自転車競技普及活動（市内幼稚園等でのストライダー体験会実施）



＜第６回ツールド・さくらんぼ＞

・2013年に初開催し、初回の500人から規模拡大を続け、

本年は参加者1,340人となったサイクリングイベント

・青年会議所（JC）を主力とする実行委員会

・西村山1市4町の観光地などを巡るコース設定

・イベント参加者のうち約200人が市内宿泊

山形県

566人

42%

宮城県

456人

34%

福島県

97人, 

7%

ツールド・さくらんぼ

＜ツールド・さくらんぼエントリー（住所）＞

県外比率：58% 市外比率：96％

東京都 44人
岩手県 39人
新潟県 33人
秋田県 22人
神奈川県 17人
埼玉県 17人
千葉県 13人
栃木県 11人
茨城県 9人
群馬県 6人
青森県 3人
山梨県 3人
北海道 2人
愛知県 1人
沖縄県 1人
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さがえ
未来
創成

（市内50人、4％）



山形県

185人

47％

宮城県

77人

20％

福島県
29人 7％

山形県

168人

52％

宮城県

52人

16％

秋田県
22人 7％

福島県
21人 6％

ストライダーエンジョイカップ

県外比率:53% 市外比率：94％

＜第３・４回ストライダーエンジョイカップ＞

・幼児向けキックバイクレースイベント

・エントリー数 716人（前年比86%増）※第３回391人、第４回325人

・1,500人規模のイベント（４人家族多）

・子育て応援企業とのコラボ（詳細別頁）

・イベント参加家族のうち116人が市内宿泊

さがえ
未来
創成

＜第３回エントリー（子ども/住所別）＞
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県外比率:48% 市外比率：93％

＜第４回エントリー（子ども/住所別）＞

今年度は
初夏と秋の
ダブル開催！

新潟県 13人
埼玉県 8人
東京都 7人
栃木県 7人
千葉県 7人
長野県 5人
岩手県 4人
群馬県 3人
青森県 2人
北海道 2人
神奈川県 1人
京都府 1人

秋田県 22人
新潟県 19人
東京都 14人
栃木県 10人
埼玉県 10人
千葉県 8人
茨城県 7人
青森県 2人
岩手県 2人
長野県 2人
富山県 2人
神奈川県 1人
福岡県 1人

（市内24人、6％） （市内24人、7％）



ストライダーエンジョイカップを通じた地域づくり さがえ
未来
創成

＜ストライダーエンジョイカップ＞

• 「ストライダー」はアメリカ発の

ランニングバイク（ペダルなし2輪車）

※対象年齢：2歳～5歳

⇒補助輪なし自転車に乗る前の子供

• 「エンジョイカップ」は初心者層を
ターゲットとし、全国約20カ所で開催
されるストライダーのレースイベント

※2017年度開催実績（一部）

コボスタジアム（宮城県）、ツインリンクもて
ぎ（栃木県）、としまえん（東京都）、鴨川
シーワールド（千葉県）、富士スピードウェイ
（静岡県）、JAL沖縄ホテル（沖縄県）

• 2016年に山形県内初となる「ストライ
ダーエンジョイカップ寒河江さくらん
ぼステージ」を開催し、本年は初夏の
第３回・秋の第４回とダブル開催。
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ストライダーエンジョイカップを通じた地域づくり

＜ストライダーエンジョイカップ 寒河江さくらんぼステージ＞

・平成30年6月24日＠最上川ふるさと総合公園（イベント広場）

カテゴリー：2才の部、3才の部、4才の部、5才の部 （募集枠：計400人）

・募集期間：3月23日～5月31日

・エントリー数：391人（県外比率：53%）（イベント規模1,500人）

・6月25日の１回開催 ⇒ 6月24日+10月28日のダブル開催（体験機会の増）

・「冷たいラーメン祭り」「ふるさと総合公園秋祭り」との連携

・募集期間の拡大：50日間 ⇒ 最大70日間（開催準備の前倒し）

・エントリー数：昨年383人 ⇒ 391人+325人＝716人（大幅増加となる333名増）

・場内インスタポイント設置、フォトコンテスト開催（情報発信強化）

・市内幼稚園等でストライダー体験会実施（普及活動・新規層開拓）

さがえ
未来
創成

＜昨年からの変更・改善点＞

「子ども×自転車」を
活用した地域づくり

＜ストライダーエンジョイカップ 寒河江つや姫ステージ＞

・平成30年10月28日＠最上川ふるさと総合公園（イベント広場）

カテゴリー：2才の部、3才の部、4才の部、5才の部 （募集枠：計400人）

・募集期間：7月6日～9月10日

・エントリー数：325人（県外比率：50%）（イベント規模1,500人）

※台風の影響で9月30日から順延



＜山形銀行 × 寒河江 ＞

・当日スタッフとしての参加

・子育て応援企業として、子育て支援グッズの提供（表彰式）

＜ムラサキスポーツ × 寒河江＞

・ムラサキスポーツブースの出展

・市内保育施設におけるストライダー体験会への協力

＜子育て情報誌「mamaid」 × 寒河江＞

・子育て情報誌mamaid4月号＆9月号で

「ストライダー」特集

・イベント当日に出展

誌面コーナー「街かどキャッチ」撮影

＆フォトコンテストを実施

ストライダーエンジョイカップを通じた地域づくり さがえ
未来
創成
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ストライダーエンジョイカップにおけるパートナー



シクロクロスUCIレース

＜シクロクロス＞

• 寒河江市の完全管理型多目的水面広場
「グリバーさがえ」にて、JCX第４戦
/東北CXProject第１戦/UCIC2のシ
クロクロス大会を開催、186人が参加

（平成30年10月29日）

• シクロクロス＝未舗装の悪路(オフ
ロード)で行われる自転車競技で、急
坂や障害板、階段など、乗車したまま
越えることが不可能な障害物を、下車
して自転車を担ぐことなどが特徴。晩
秋～冬季がメインシーズンとなる。

• 寒河江市では平成28年からスタート
しており、平成30年度も前年度に続
き、国内トップライダーが参戦（優勝
者：男子全日本チャンピオン・男子世
界選手権日本代表）

さがえ
未来
創成

自転車イベント参加者を主な
ターゲットとした更衣室・

シャワールームを整備
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↑
開催の様子

←
100円で10分間
利用できる
シャワールーム



＜KPI（ Key Performance Indicator/重要業績評価指標＞

KPI 結果 達成

2,800人 6,425人 ○

KPI 結果 達成

2,200人 2,793人 ○

KPI 結果 達成

380人 394人 ○

【観光自転車関連サービス利用者数】

【自転車関連イベント参加者数】

【宿泊者数（イベント参加者）】
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自転車活用まちづくり事業/KPI さがえ
未来
創成

KPI 結果 達成

１件 １件 ○

【会場における民間投資】


